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ダルトン極小期(1800年代)における黒点スケッチの画像解析

The image analysis of sunspot sketches in Dalton minimum(the early

1800s)
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　太陽活動は１１年で活動が周期的に変動することが知られており、宇宙地球環境変動の起源である太陽活動

を予測することは宇宙天気研究において重要である。これまでの研究によって、太陽極小期における極磁場の

値が次期太陽活動度と良い相関を示すことが知られている。この相関は現在の太陽を精密に観測する事に

よって示されたものである。一方で、過去の太陽でも同じように相関があったかどうかは明らかになってはい

ない。そこで、本研究の目的は、過去の太陽においても同じように太陽極小期における極磁場の値が次期太陽

活動度と良い相関があるかどうか検証するため、過去の黒点スケッチ画像を解析した。特に、1800年代前半

の黒点数が少なかったダルトン極小期に注目して、解析を行った。1800年代前半の黒点スケッチより、黒点

の緯度経度と黒点面積を抽出した。これらの解析結果を確認するため、黒点の緯度経度の分布が現在の太陽と

どのように違うかを議論する。さらに、面積についても考察し、黒点の面責分布が現在の黒点面積とどのよう

に違うかなどを議論する。追跡した黒点の速度を測ることにより得られたデータの妥当性について議論す

る。今後の計画として、これらの得られた黒点情報をもとに、表面磁束輸送モデル計算を行い、ダルトン極小

期の太陽極小期における極磁場の値を推定する。
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